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主催 :やましろアートマーケット2023実行委員会
共催 :山代温泉通り商店街振興組合
協賛 :山代温泉観光協会
後援 :加賀市 北國新聞社 う

lC,171整:亀。-1(DIIB ll:亀。 舎驀 r加費粛山イく温泉週り商店衛
画家・陶芸家・美食家などとして知られる「北大路魯山人J。    '
彼が無名だったころ、山代温泉の旦那衆がその才能を認め滞在させていたことが
きつかけで、魯山人の才能は開花しました。そのような歴史 。文化を持つ
山代温泉は、アーティストの才能を開花させる地とも言えます。
「やましろアートマーケットJは、当時の山代温泉旦那衆の心意気を継承し
様々なアーティストが才能を開花するきつかけとなることを
目的にイベントを開催 !
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公式 instagram

当日は会場付近の交通規制や混雑等、皆様には

大変と迷惑をおかけすると思いますが、
どうぞと理解とと協力をお願い申し上げます
やましろアートマーケット2023実行委員会
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コーヒーらしいナッツのような香ばしさ
ビターチョコのようなコクと苦み
加賀で焙煎されたおすすめコーヒー

※圧力をかけて抽出するため
表面にうっすら泡ができます

420円
加賀珈琲、アイスコーヒーは山代温泉総湯湯札を注文時提示いただくと
50円引きになります (湯札 1枚につき 1人 )

I‖
物語
作 t SARY0

ドtt3
アー トマーケ ッ ト

でしか出舎えない

雑貨や作品!

,,
.ヽ" し
、

レジ ヤ ー

BIN60

ド

【

ヽ

と

、

．

ツヽ〕

″

ηヽ`しヽ`お η
|

々

生クリームには、はちみつとド入っています。1虚末湾観〉お子彗には,べきせないて下さい。
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ほうれん草クラッカー

大根のしモチ

加費棒策の
ュイールしもつねの「やましろ五彩〕

職I白電 (水 eは ,ヽッヵ味
他の色は何味でしょう)

飼質米のポン票手
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生クリーム

加貿縣 のゼリー

ってるの ?

ただいま―

…つて、 あっ :
栗ごはん!?

生票をといて作るなんて
本格的だね !

秋の味覚
おいし―

生票を使うと
崩れにくく
なるんだよ
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栗は実がつくまで
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本当だ !
大きな票が
ゴロゴロ入つてる
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rつ【栗三年柿八年Jと いう
ことわぎがありますから…

～秋の味覚～



2日 (同)

3日 (火 )

4日 (水 )
太極拳敦室1945～ 21:15

体士

5日 (癒)
YOGA教室1930～2櫛0

6日 (金 )
英会話教室1230～ 1駐30
ナカヤ音楽敬室1&00～ 21Ю0

スポーツの日

10日 (火 )

11日 (水) 太極拳教室
19145-21:15

体士

12日 (末)
YOGA教室1930～2mO

13日 (金)
英会話敦室12お0～1&30フラワーデザイン教室16釈卜 17:00
ナカヤ音楽敦室1&00～2100

16日 (同)

17日 (火 )

18日 (水 ) 太極拳教室1945～21:15 体と

19日 (本)
ピーズ敦室1030～ 1230
YOGA教室 1儀30～21:00

20日 (金 ) 英会話教室
1230～ 1530

ナカヤ音楽教室1500～2100

23日 (同 )

24日 (火 )

25日 (水)
太極拳敦室1945～21:15

鞘 19:4幹20:15 体と

26日 (本) YOGA教室1930～2100

27日 (金 ) 英会話教室月230～ 1530ナカヤ音楽教室1転00～2100

30日 (同 )

31日 (火 )

2023年 10日 はづちを 力しンダー

北大路魯山人一言常 紀鼻主亀思Й稗
京都出身の陶芸家。複雑な家庭環境に育つが

若いときから轡迫や西洋看板に興味をもち、

隷書や鎮刻に才能を見せた。

大正 4年細野囃台 (ほそのえんだい)と一緒に
山代を訪れ、吉野屋に泊まった。

そのとき九谷焼に関心をもち、須田蓄華 (初代)

との交流がはじまった。

当時の山代温泉は文人・墨客が多く訪れ風流の

心得のある吉野屋、あらや、白銀屋の主人たち

は快く迎えた。

彼らは機会あるたびに茶席や主席に招き生活を

助けるため督画、屏風、衝立、鎮刻の看板など

注文した。謝ネしは 1枚 15円だつたという。
魯山人は熱心に育華窯に通い、蓄華の指導を

受けて染付や赤絵を試みた。

また陶芸だけではなく          '
「美食倶楽部J「星岡茶寮J「銀茶寮Jなどの
料理店を次々とつくり、自ら腕をふるつて

日本料理と器の関係を追求した。

(やましろ街事典より)

土
②
の
◎
◇

茶店。丹塗り屋営業日 9:30～ 17:00

茶店のみ営業日 9:30～17:00

0
火

O

鰺
②
⑬

日

岳

■
‐

月 本  金

月 営業カレンダー
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中目朝早
7 オ時 ―アンデッキにて
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〒922‐0242
頗 市山代温泉18-59-1


